
今年の夏休みは「世界遺産を守る仕事」について知ろう 

 過去に２度ODAに採択された「アンコール・ワット西参道保存修復事業」の現場を特別訪問。 

 上智大学アジア人材養成研究センター所長、元上智大学学長である石澤良昭先生がわかりやすく説明！ 

 カンボジアの歴史と文化を学んだ上で、世界遺産アンコール・ワット遺跡をはじめとする遺跡群を訪問。 

 現地大学生と交流する機会も。国際協力や上智大学のアジアでの取り組みについて関心のある高校生のためのプログラム。 

日程 

7/30 
(日) 

午前 ： 東京・大阪発、空路シェムリアップへ（乗継）。｜夕刻 ： 着後、ホテルへ
ご案内。 

7/31 
(月) 

＜カンボジアの歴史を学ぶ＞ 
午前：ホテルにて、現地日本人スタッフによるカンボジアの歴史をレクチャー。カ
ンボジアが歩んできた歴史を学びます。｜昼：市内レストランにて昼食｜午後：ア
キラ地雷博物館とワット・トマイ（ポルポト時代に亡くなった人々の慰霊塔）を訪
問｜夜：一度は途絶えかけたカンボジアの伝統文化、アプサラダンスを鑑賞しなが
ら夕食 

8/1 
(火) 

＜世界遺産アンコール遺跡郡を見学＞ 
午前：2日目に学んだカンボジアの歴史を振り返りながら、上智大学が修復を行なう
西参道がある世界遺産アンコール・ワット遺跡を見学｜昼：レストランにて昼食｜
午後：午前に引き続き、世界遺産であるアンコール・トム遺跡を見学（南大門、バ
イヨン寺院など）｜夜：市内レストランにて夕食 

8/2 
(水) 

＜上智大学 アジア人材養成研究センターを訪問＞ 
【石澤先生の特別講義！】 午前：上智大学アジア人材養成研究センターを訪問。
上智大学アジア人材養成研究センター所長、元上智大学学長である石澤良昭先生が、
アンコール文明についてわかりやく解説します。その後「アンコール・ワット西参
道保存修復事業」の歴史を上智大学アジア人材養成研究センター研究員の三輪先生
がご案内します。【実演見学】アンコール･ワットの石工が石材加工を実演！アン
コール・ワットがどのように建造されたか、工程の一部を実際に見て学びます。 
昼：遺跡近くのレストランにて昼食。｜午後：シハヌーク・イオン博物館にて、上
智大学遺跡調査団チームが発掘した274体の仏像を見学。発掘現場であるバンテア
イ・クデイ寺院へ。最後に修復作業が現在も行われているアンコール・ワットの西
参道を見学します。｜夜：市内レストランにて夕食。 

8/3 
(木) 

＜大学生との交流、伝統文化復興の現場を見学＞ 
午前：現地の大学生の案内でベンメリア遺跡へ。大学生は日ごろから遺跡について
勉強をしています。遺跡に関して気になることがあれば大学生の皆さんに質問して
みましょう。また、みなさまからは日本の国の歴史や伝統文化について紹介をして
もよいでしょう。お互いの文化を紹介しながら交流します。｜昼：市内レストラン
にて昼食｜午後：伝統舞踊の稽古場、もしくは影絵芝居の役者が暮らす村を訪問。
伝統芸能はポルポト時代に弾圧の対象となり、多くの舞踏家や楽師、影絵師の命が
失われた過去があります。一度途絶えかけた伝統芸能ですが、ポルポトの弾圧を逃
れ、生き残った人々の努力により、復興しつつあります。その現場を肌で感じてい
ただきます。｜夜：参加者のみなさまで活動を振り返りながら夕食。 

8/4 
(金) 

＜水上生活見学＆自由行動＞ 
午前：カンボジア最大の湖であるトンレサップ湖で水上生活する人々の様子をク
ルージングしながら見学。遺跡のレリーフにたくさんく出てくるトンレサップ湖の
歴史。今まで学んだことを振り返りながら見学してみましょう。｜昼：市内レスト
ランにて昼食｜午後：出発まで自由行動。(お土産を買うために、オールドマーケッ
トなどを訪問してもよいでしょう。)その後、帰国の準備。(約4時間程度。ホテルは、
夕方まで利用可）｜夜：空路、帰国の途へ（乗継）。 

8/5 
(土) 

朝： 東京・大阪着。 

7/30 (日) 

6/23 (金)まで 

¥196,000 
※添乗員が日本、もしくは現地空港より同行します。 
※燃油サーチャージが別途必要になります。現地空港諸税、日本の空港施設使用料など
は、旅行代金に含まれておりません。 
※旅行代金の一部は上智大学アジア人材養成研究センターに寄付されます。 
※海外旅行保険への加入は必須です。 

出発日 

申し込締切日 

旅行代金 

※上記日程は現地事情などにより変更になる場合があります。 

利用航空会社・旅行代金に含まれるもの など 

 利用予定航空会社：ベトナム航空 
 利用予定宿泊先：ロイヤル・クラウン・ホテル ※男女別相部屋 
 旅行代金に含まれるもの：●往復航空運賃 ●日程表に明記された移動費用並びに観光費用 ●全行程のホテル

代（2～3人部屋利用） ●現地係員費用 ●食事代金：朝食5回・昼食5回・夕食5回 ●添乗員同行費用 
 最少催行人員：8名（定員：25名） 
 協力：上智大学／株式会社地球の歩き方T&E 地球の歩き方の旅 

☎ お申込み・お問合せは 地球の歩き方の旅 ピース・イン・ツアーデスクまで TEL：03-3207-3690 

上智大学アジア人材養成研究センター所長 石澤良昭先生がわかりやすく説明！ 

高校生のための 

アンコール・ワット 

保存修復事業 

見学スタディツアー 

上智大学アジア人材養成研究センター協力 

上智大学アジア人材養成研究センターとは 

 上智大学が「カンボジア人による、カンボジアのための、アンコー
ル・ワット遺跡保存修復」の理念を掲げ、1996年にカンボジア王国・
シェムリアップ市に開設。同国の世界遺産アンコール・ワットの現場
で、遺跡の保存修復に携わるカンボジア人石工や遺跡保存官などの人
材育成に取り組んできました。 
 アジアの「隣人」のところへ出かけて行き、「仲間」として一緒に
なって奉仕活動をする。困っている人を見捨てない活動を26年にわた
り続けてきたのが上智大学アジア人材養成研究センターです。 

上智大学アジア人材養成研究センター所長 

石澤良昭先生 

1）人材養成の拠点 
  私たちは、内戦中のカンボジアへ出かけ、日本で唯一の現地型研究拠点のセンターを建設し、
現地の人材育成を実施。カンボジアの皆さんが勇気と希望を取り戻すお手伝いをしています。
1991年から毎年夏季にバンテアイ･クデイ遺跡およびアンコール･ワット西参道で、プノンペン王
立芸術大学の学生の考古学・建築学の研修を行っています。現在までに本学大学院でカンボジア
人留学生18名が学位を取得しました（修士11名、博士7名）。 
センター訪問日には、約800年前と同じ伝統技法で、カンボジア人石工さんが石材加工を公開し、
実演いたします。 

 
2）国際交流の拠点 
  毎年夏季に、日本=カンボジア両国の学生交流として「緑陰講座」を実施しています。また、
2014年度からは、「メコン文化遺産プロジェクト」のもと、東南アジア5カ国（タイ、ミャン
マー、ラオス、ベトナム、カンボジア）から遺跡の保護・修復に関わる担当者が集まり、文化財
の修復･保存について、討論するワークショップも開催しています。センター訪問日の午後には、
アンコール・ワットの修復現場をご覧いただき、「国際協力とは何か」というみなさまの疑問に
現場で実例をもってお応えいたします。 

 
 
3）遺跡現場で交流 
 2011年バンテアイ・クデイ遺跡内に「アンコール文化遺産教育センター」を開設。この施設で
は、毎年夏季に近隣の小学生たちを対象に、発掘現場の見学や文化遺産を題材にしたスライド映
写会などを開催し、アンコール･ワット遺跡に親しんでもらう活動をしています。 

1937年 北海道帯広市生まれ 
1961年 上智大学外国語学部フランス語学科卒業。パリ大学高等学術研究院
にて古クメール語碑刻文字を研究。 
1982年 上智大学外国語学部教授 
2002年 上智大学アジア人材養成研究センター所長 
2005年 上智大学長（第13代） 
2006年 外務省・文部科学省共管「文化遺産国際協力コンソーシアム」会長。
専門は東南アジア史・文化遺産学研究。文学博士。 
1998年カンボジア前国王シハヌーク陛下からサハメトリ章大官位章の親授。
2007年カンボジア国王シハモニ陛下からサハメトリ章大十字章の親授。 

高校生限定！上智大学 カンボジア遺跡保存・修復事業を学ぶ７日
間 



ウェブから簡単！オンラインでのお申込み・お問合せ 

高校生限定！上智大学 カンボジア遺跡保存・修復事業を学ぶ7日間 

「 地球の歩き方の旅」公式サイトからウェブで簡単にお申込みができます。 

プログラムの詳細や最新情報はプログラムページでご確認ください。 

旅行ガイドブック「地球の歩き方」が提案する海外ボランティア・スタディツアー 
海外インターンシップツアーのポータルサイト。 

http://arukikata-campus.jp/travel/?p=21692 


